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NSPルールとは？ 
 

「NSPルール」とは、アルミの地金相場を製品価格に反映させる為のルールです。 
つまり、便宜上、「アルミ地金の公示価格」で「原材料価格の増減」を見極める方法です。 
NSPとは、Ｎｅｗ Ｓｔａｎｄａｒｄ Ｐｒｉｃｅの略語です。 

 

ルールの趣旨は、１年を４分割し、３ヶ月単位で地金相場の変動を実勢価格に反映させるのです。 

基準となる相場価格は、日本経済新聞に毎月第一月曜日に掲載される、月間平均相場が基準となります。 

反映の方法は、月間相場を３ヶ月間平均（一桁目を四捨五入）し、「エキストラ」で＋１０円します。 
期間の区切り方は、下記の様になります。 
 

   ＮＳＰ適用期間      相場適用期間 
 
   ０１～０３月        ９～１１月 
   ０４～０６月       １２～０２月 
   ０７～０９月       ０３～０５月 
   １０～１２月       ０６～０８月 
 

これには、１ヶ月の告知期間を設けるという意味で、相場適用期間が設定されています。 

 

例＞ ２０１０年１０月～１２月のＮＳＰ適用価格の決定方法 
   ＊取引メーカーによって若干の違いがありますのでご注意下さい。 

 
   ・２０１０年０６月    ２１９．２円/ｋｇ 

   ・２０１０年０７月    ２１７．３円/ｋｇ 

   ・２０１０年０８月    ２２４．９円/ｋｇ 

 
   ● ３ヶ月平均      ２２０．５円/ｋｇ 

 
   ◎ 一の位を四捨五入   ２２０円/ｋｇ 

   ○ 「エキストラ」     １０円/ｋｇ 

 
   ２０１０年１０～１２月の NSP適用価格：２３０円/ｋｇ 
 

 

※ 弊社の経験では、 
          最安値 １９９４年１～３月 １５０円/ｋｇ 
          最高値 ２００７年４～６月 ４００円/ｋｇ 


